
★
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ
大
会

開
催
日

３
月
６
日

主
催

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

参
加
人
数

名
２９

輪
投
げ
大
会

第
一
位

山
本
玲
子

第
二
位

新
沼
紀
典

第
三
位

菊
池
喜
久
夫

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
一
位

笹
野
洋
二

第
二
位

細
川
恵
子

第
三
位

熊
谷
哲
男

★
男
子
ト
イ
レ
に
つ
い
て

長

い

間

、

シ

ャ

ワ

ー

ト

イ

レ

が

故

障

中

で

し

た

。

３

月

日

１２

に
新
品
に
交
換
し
ま
し
た
。

★
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

み

ん

な

の

大

切

な

財

産

で

す

。

開
催
日

３
月

日
１０

き
れ
い
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

主
催

末
崎
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

参
加
人
数

名
２４

優
勝

田
畑
基
雄

★
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

高
橋
富
美
子

開
催
日

２
月

日

準
優
勝

古
澤
範
雄

２０

主
催

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

及
川
タ
キ

参
加
人
数

名

第
三
位

梅
澤
敏
行

２４

第
一
位

笹
野
洋
二

中
嶋
和
子

亀
井
勝
美

山
田
勝
代

第
二
位

梅
澤
敏
行

羽
根
川
信
子

古
澤
範
雄

第
三
位

羽
根
川
弘
道

新
沼
紀
典

菅
原
芳
子

末
崎
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は
？

３
月

日
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

１０

卓
球
大
会
を
最
後
に
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
令
和
７
年
度

事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。
以
前

に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
本
協
議

会
の
運
営
に
は
た
く
さ
ん
の
方

々
の
ご
支
援
や
ご
助
言
を
受
け

て
い
ま
す
。
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
８
年
度
も
ご
支
援

等
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
「
ま

ち

づ

く

り

協

議

会

っ

て

な

ん

だ

？

」
「

地

区

公

民

館

と

ど

う

違

う

の

か

？

」

と

い

っ

た

お

話

を

耳

に

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

そ

こ

で

今

回
は
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

」

に

つ

い

て

ご

説

明

し

ま

す

。

本

協

議

会

で

も

今

ま

で

地

区

公

民

館

で

実

施

さ

れ

て

い

た

事
業
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

敬

老

会

や

文

化

祭

な

ど

と

い

っ
た
行
事
で
す
。
大
き
な
違
い

は
末
崎
地
区
の
課
題
（
ま
ち
づ
く

り
）
に
つ
い
て
、
今
ま
で
以
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
広

く
願
い
や
考
え
を
聴
取
し
た
り
、

「
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
」
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
形
式
を
と
り
な
が

ら
、
よ
り
多
く
の
住
民
が
意
見
を

述
べ
た
り
、
運
営
に
携
わ
っ
た
り

す
る
事
と
捉
え
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
館
報
で
は
会
議
の
内
容
や

本
協
議
会
の
考
え
を
掲
載
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

本
協
議
会
で
は
５
か
年
（
令
和

８
年
度
～
令
和

年
度
）
を
見

１２

通
し
た
「
地
区
づ
く
り
計
画
」

を
作
成
中
で
す
。
昨
年
６
月
に

行
っ
た
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

や
参
加
希
望
者
を
交
え
た
「
ま

ち
づ
く
り
検
討
会
」
で
出
さ
れ

た
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と

に
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

 

東日本大震災（2011.3.11）で町内の沿岸部、なかで
も西舘・旧泊里両地域は住宅、公民館が泊里漁港を越え
た大津波に呑まれ、壊滅的な被害となった。その後、泊
里地域は隣接公民館などに分散を余儀なくされた。一方、
西舘の半分近くは山根地域に安住の地を求め、リアスの
丘を造成。震災から５年後、23世帯が新生活に入った。
西舘の全世帯数は53。車を公民館前に置き、近くの六地
蔵尊に頭を下げてから防潮堤（2020年完成）に向かった。
途中、「さすけ会」おどりっこ教室の看板、ガソリンス
タンド、新装の海産物店などが目に入った。防潮堤は集
落が一望できる場所。振り向くと地域の象徴、神聖な場
所でもある麟祥寺＝写真＝と熊野神社が朝日に輝いてま
ぶしい。寺は市内唯一の臨済宗妙心寺派の寺。また、
神社は県指定の天然記念物・三面椿があるので有名。
今年は「椿に託す感謝の思い 復興の歩みを未来へ」を
テーマに14、15日、全国椿サミットが開かれた。館長の
及川宗夫さん（75）は「被災難民をなくすため、常に
有事の際の避難場所を確認しておく事」と地域民に呼び
かける。次は碁石。（U）

西舘

★

旧
末
崎
中
学
校
の
利
活
用

に
お
け
る
消
防
団

第
２
部
屯
所
に
つ
い
て

１

月

の

館

報

に

掲

載

さ

れ

た

標

記

に

つ

い

て

「

時

期

尚

早

で

は

な

い

か

」

と

い

う

ご

意

見

を

い

た

だ

き

、

消

防

団

分

団

長

、

第

２

部

部

長

及

び

団
員
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ

、

「

旧

末

崎

中

学

校

を

利

用

し

た

い

」

と

い

う

考

え

だ

っ

た

の

で

、

原

案

通

り

市

へ

の

要

望

と

し

て

提

出

す

る

こ

と

に

い

た

し

ま

す

。

今

回

、

館

報

の

記

事

を

見

て

貴

重

な

ご

意

見
を
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に

、

た

い

へ

ん

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

今

後

も

館

報

の

内

容

に

つ

い

て

ご

意

見

等

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら

、

ご

助

言

を

お

願

い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
運
営
委
員
会

で
計
画
案
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

そ
の
後
、
市
役
所
に
提
出
す
る
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月

の
運

営
委
員

会
は

次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

日
時

４
月

日
（
日
）

１９
午
前

時
よ
り

１１

会

場

ふ

る

さ

と

セ

ン

タ

ー

２
階
会
議
室

参
加
者

協
議
会
運
営
委
員

内

容

地

区

づ

く

り

計

画

（

推

進

体

制

や

地

区

の

将

来

像

、

基
本
事
業
等
）
に
つ
い
て

委

員

以

外

で

も

こ

の

会

議

に

興

味
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

お
ひ
な
祭
り

デジタル公民館まっさき HP https://www.massaki.jp/

第３７５号

令和８年３月２４日

末崎まちづくり

協議会
電話（F兼）29-2955

津 波 な ん か に
負 け な い ！


